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「
簡
単
な
作
業
を
行
う
副
業
で
お
金
を
払
う
」
と
い
う
詐
欺
に
騙
さ
れ
な
い
で

「
ス
キ
マ
時
間
に
気
軽
に
稼
げ
る
」
と
う
た
う
副
業
ト
ラ
ブ
ル

問
い
合
わ
せ　
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　
杉
山　
☎
（
23
）
０
０
８
８

相
談

　

近
年
、
ス
キ
マ
時
間
を
使
っ
て
効
率

よ
く
稼
ぎ
た
い
と
い
う
需
要
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動

画
広
告
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
な
ど

で
見
つ
け
た
副
業
サ
イ
ト
で
「“
い
い

ね
”を
押
す
だ
け
」「
ス
タ
ン
プ
を
送
る

だ
け
」「
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
撮

る
だ
け
」
な
ど
の
簡
単
な
作
業
（
タ
ス

ク
）
で
稼
げ
る
と
い
う
副
業
に
応
募
し

た
と
こ
ろ
、
詐
欺
被
害
に
遭
っ
た
と

い
う
相
談
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

き
っ
か
け
と
し
た

割
合
が
高
ま
っ
て

お
り
、
平
均
の
契

約
金
額
も
増
加
傾

向
で
す
。

相
談
事
例

【
事
例
１
】
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
ミ
ス
で
チ
ー
ム
全
員
が

損
を
し
た
と
言
わ
れ
、
処
理
費
用
を
請

求
さ
れ
支
払
っ
た
。

【
事
例
２
】
高
額
報
酬
を
得
る
に
は
、

事
前
に
金
銭
を
振
り
込
む
よ
う
指
示
さ

れ
て
個
人
名
義
の
口
座
に
振
り
込
ん
だ
。

し
か
し
、
作
業
完
了
後
に
報
酬
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
。

【
事
例
３
】
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
に
「
い
い
ね
」

を
押
す
作
業
を
行
い
、
報
酬
を
得
よ
う

と
し
た
ら
、
自
分
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン

ト
が
凍
結
さ
れ
た
。
凍
結
解
除
の
た
め

の
高
額
な
費
用
を
請
求
さ
れ
た
。

事
例
か
ら
見
る
特
徴

▼�

簡
単
な
作
業
を
す
る
だ
け
で
報
酬
が

得
ら
れ
る
と
誘
引
さ
れ
る
。

▼�

最
初
に
少
額
の
報
酬
を
得
る
こ
と
で

信
用
し
て
し
ま
う
。

▼�

金
銭
を
稼
ぐ
た
め
に
副
業
を
行
っ
て

い
る
は
ず
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を

つ
け
ら
れ
て
金
銭
を
請
求
さ
れ
る
。

▼�

契
約
金
額
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な

い
と
伝
え
る
と
、
消
費
者
金
融
か
ら

借
り
る
よ
う
指
示
さ
れ
る
。

ア
ド
バ
イ
ス

▼�

「
簡
単
に
稼
げ
る
」「
も
う
か
る
」
こ

と
を
強
調
す
る
広
告
は
詐
欺
の
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
簡
単
に
信
用
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

相
手
に
安
易
に
個
人
情
報
を
開
示
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

金
銭
を
稼
ぐ
は
ず
が
、
逆
に
支
払
い

を
求
め
ら
れ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
困
っ
た
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
市
民

相
談
セ
ン
タ
ー（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

へ
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
相
談
員

が
解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

▼�

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１い

８や

８や
！

」番

牧
之
原
市
の
未
来
を
一
緒
に

令
和
８
年
度
４
月
採
用
市
職
員（
専
門
職
）の
募
集

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
石
神　
☎
（
23
）
０
０
５
１

募
集

　

牧
之
原
市
の
未
来
の
た
め
に
働
く
市

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

①�

土
木
技
術
員
（
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
卒
以
上
）
＝
若
干
名

②�

土
木
技
術
員
（
職
務
経
験
）
＝
若
干

名
③�

建
築
技
術
員
（
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
卒
以
上
）
＝
若
干
名

④�

建
築
技
術
員
（
職
務
経
験
）
＝
若
干

名

募
集
期
限

　

４
月
21
日
月　

午
後
５
時

　

募
集
内
容
や
試
験

案
内
な
ど
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
事
務
（
大
卒
）
な
ど

の
「
一
般
募
集
枠
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、

詳
細
が
決
定
次
第
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で

案
内
し
ま
す
。

市ホーム
ページ

【土木技術員】橋梁点検で損傷状況を確認

【建築技術員】建築物の施工管理（写真は道の駅）

牧之原市役所　

▲

榛原庁舎 ☎㉓0001

▲

相良庁舎 ☎�2600　平日午前８時15分～午後５時（水曜日は午後７時まで）

総合健康福祉センターさざんか ☎㉓0070　　榛原文化センター ☎㉓0002　　相良総合センターい～ら ☎�5544

募
集
市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
」の
観
覧
者
募
集

問
い
合
わ
せ　
秘
書
広
報
課　
渥
美　
☎
（
23
）
０
０
５
２

　

市
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し
て
、
市

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

公
開
番
組
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
」は
、
リ

ス
ナ
ー
と
ア
ン
カ
ー
が
出
会
う
「
ラ
ジ

オ
深
夜
便
」
フ
ァ
ン
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
。
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
や
、「
ア
ン

カ
ー
」が
会
場
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
か
ら

の
質
問
に
答
え
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

実
施
に
あ
た
り
、
観
覧
申
込
に
つ
い

て
募
集
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
応
募
の

際
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
募
集
要
項
を
必
ず
ご
確
認
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
放
送
予
定

▼
ラ
ジ
オ
第
1
＝

　

５
月
30
日
金

　

午
後
11
時
５
分
～

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｆ
Ｍ
＝

　

５
月
31
日
土

　

午
前
２
時
５
分
～

▼�

聞
き
逃
し
サ
ー
ビ

ス
＝
「
ら
じ
る
★

ら
じ
る
」
の
ア
プ

リ
か
ら
聴
く
こ
と
が
可
能
。（
放
送

日
か
ら
１
週
間
）

収
録
日
時

　

４
月
19
日
土　

午
後
１
時
30
分
～
午

後
４
時
（
予
定
）　

※
午
後
１
時
開
場

会
場

　

相
良
総
合
セ
ン
タ
ー
「
い
～
ら
」　

内
容

［
第
１
部
］
明
日
へ
の
こ
と
ば
講
演
会

▼�

ゲ
ス
ト
：
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う

～
蔦つ

た

重じ
ゅ
う

栄え
い

華が

乃の

夢ゆ
め

噺ば
な
し

～
」
関
係
者　

※
詳
細
は
後
日
発
表
。　

▼�

司
会
：
堀ほ

り

越こ
し

将ま
さ

伸の
ぶ

氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡

放
送
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

［
第
２
部
］
ア
ン
カ
ー
を
囲
む
つ
ど
い

▼
ア
ン
カ
ー

定
員　
約
５
０
０
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

入
場
料

　

無
料

申
込
方
法

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む
。

申
込
期
限

　
３
月
30
日
日　

午
後
11
時
59
分

主
催

　

牧
之
原
市
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
財
団

３
月
24
日
申
請
受
理
分
か
ら
の
変
更

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
が
変
わ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　
市
民
課　
大
石　
☎
（
53
）
２
６
０
４

旅
券

新
た
な
旅
券
の
導
入

　

旅
券
は
３
月
24
日
申
請
受
理
分
か
ら
、

顔
写
真
ペ
ー
ジ
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
基
材

を
用
い
、
レ
ー
ザ
ー
で
印
字
・
印
画
す

る
こ
と
で
偽
造
・
変
造
対
策
を
強
化
し

た
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
搭
載
の
新
旅
券
と
な
り

ま
す
。

旅
券
交
付
ま
で
の
日
数
が
変
更

　

国
立
印
刷
局
で
集
中
的
に
作
成
さ
れ

た
後
に
配
送
と
な
る
た
め
、
従
来
よ
り

も
申
請
か
ら
旅
券
の
交
付
ま
で
の
日
数

が
８
営
業
日
か
ら
、
11
営
業
日
と
長
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
余
裕
を
持
っ

た
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
旅
券
は
、
有

効
期
間
中
で
あ
れ
ば
使
用
い
た
だ
け
ま

す
。

電
子
申
請
の
利
便
性
が
向
上

①�
電
子
申
請
に
よ
る
新
規
申
請
お
よ
び

切
替
申
請
（
残
存
有
効
期
間
が
１
年

未
満
の
更
新
）
が
可
能
と
な
り
、
窓

口
に
来
庁
す
る
の
は
受
け
取
り
時
の

１
回
の
み
に
な
り
ま
す
。

②�

電
子
申
請
で
は
、
戸

籍
情
報
が
シ
ス
テ
ム

と
連
携
さ
れ
る
た
め
、

戸
籍
謄
本
の
原
本
が

提
出
不
要
と
な
り
ま

す
。

③�

窓
口
申
請
と
電
子
申

請
で
発
給
手
数
料
が

異
な
り
、
電
子
申
請

の
方
が
安
価
に
な
り

ま
す
。

電
子
申
請
の
対
象

が
拡
大

　

こ
れ
ま
で
、
静
岡
県

で
は
切
替
申
請
（
残
存

有
効
期
間
が
１
年
未
満

の
更
新
）
の
み
対
応
し

て
い
た
電
子
申
請
に
つ

い
て
、
新
規
申
請
や
訂

正
新
規
申
請
、
居
所
申

請
の
場
合
も
手
続
を
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

NHK静岡▶
放送局　

ホームページ　

山
やま

本
もと

 哲
てつ

也
や

 氏

須
す

磨
ま

 佳
か

津
つ

江
え

 氏

区分 18歳以上　※選択可能 12歳～17歳 11歳以下
有効期間 10年 ５年 ５年 ５年
申請方法 窓口申請 電子申請 窓口申請 電子申請 窓口申請 電子申請 窓口申請 電子申請

手数料 16,300円 15,900円 11,300円 10,900円 11,300円 10,900円 6,300円 5,900円
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野
良
猫
問
題
で
お
悩
み
の
皆
さ
ん
へ

「
地
域
猫
活
動
」
を
ご
存
じ
で
す
か

問
い
合
わ
せ　
環
境
課　
板
倉　
☎
（
53
）
２
６
０
９

毎
年
４
月
か
ら
６
月
は
「
狂
犬
病
予
防
注
射
月
間
」
で
す

忘
れ
な
い
で
！�

狂
犬
病
予
防
注
射

問
い
合
わ
せ　
環
境
課　
板
倉　
☎
（
53
）
２
６
０
９

　

狂
犬
病
は
、
発
症
す
る
と
犬
も
人
も

１
０
０
％
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
感
染
症

の
た
め
、
年
１
回
の
飼
い
犬
へ
の
予
防

注
射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
飼
い
主
の
皆
さ
ま
は
、
事
前
に
動

物
病
院
の
空
き
状
況
な
ど
を
確
認
し
、

予
防
注
射
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
交
付
さ
れ
た
注
射
済
票
（
骨

型
の
プ
レ
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
、
飼
い

犬
に
装
着
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
首
輪
に
付
け

る
な
ど
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間

　

毎
年
４
月
１
日
～
６
月
30
日

場
所

　

動
物
病
院

持
ち
物

①
愛
犬
手
帳

②
料
金

▼�

注
射
料
金
（
動
物
病
院
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼�

注
射
済
票
交
付
手
数
料
＝
５
５
０
円

予
防
注
射
の
免
除
に
つ
い
て

　

病
気
や
高
齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

獣
医
師
に
予
防
注
射
を
打
て
な
い
と
診

断
さ
れ
た
場
合
は
、
獣
医
師
に
「
狂
犬

病
予
防
注
射
実
施
猶
予
証
」
を
発
行
し

て
も
ら
い
、
環
境
課
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
猶
予
証
が
発
行
さ
れ
た
年
度
に

限
り
、
注
射
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

飼
い
犬
の
登
録
に
つ
い
て

＊�

新
し
く
犬
を
飼
い
始
め
た
人
は
、
飼

い
始
め
て
か
ら
30
日
以
内
に
登
録
が

必
要
で
す
。
登
録
料
（
３
千
円
）
を

持
参
し
、環
境
課
（
相
良
庁
舎
１
階
）

ま
た
は
市
民
課
（
榛
原
庁
舎
２
階
）

窓
口
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

生
後
90
日
未
満
の
犬
は
登
録
で
き
ま

せ
ん
。
90
日
経
過
後
、
30
日
以
内
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
飼
い
犬
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、

　

環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
庭
に
ふ
ん
や
尿
を
さ
れ
て
困
る
」

「
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
」
な
ど
、
野
良

猫
の
増
加
に
よ
り
多
く
の
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め

の
有
効
な
方
法
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域

猫
活
動
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

野
良
猫
問
題
が
生
じ
て
い
る
地
域
の

住
民
が
主
体
と
な
り
、
野
良
猫
に
不

妊
・
去
勢
手
術
を
施
し
て
元
の
地
域
に

戻
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
ト
イ
レ
の
設

置
や
ふ
ん
尿
の
清
掃
、
決
ま
っ
た
時
間

で
の
餌
や
り
な
ど
適
正
に
管
理
し
な
が

ら
、
地
域
全
体
で
一
代
限
り
の
命
を
見

守
り
、
猫
の
生
息
数
を
減
ら
し
て
い
く

活
動
で
す
。

　

こ
の
活
動
は「
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
」と
も
い

わ
れ
、全
国
で
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
助
成

　

市
で
は
野
良
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

を
実
施
し
た
人
に
対
し
、
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▼
メ
ス
＝
上
限
１
万
円　

▼
オ
ス
＝
上
限
５
千
円

＊�

市
が
実
施
す
る
「
猫
の
適
正
管
理
講

習
会
」
を
受
講
し
た
人
が
対
象
で
、

事
前
申
請
が
必
要
。

＊�

術
後
に
猫
の
耳
に
Ⅴ
字
の
切
れ
込
み

を
入
れ
る
こ
と
。

＊
飼
い
猫
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は
厳
禁
で
す

　

猫
は
放
っ
て
お
く
と
、
ね
ず
み
算
式

に
ど
ん
ど
ん
増
え
ま
す
。
生
後
４
～
12

カ
月
で
繁
殖
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
年

に
２
～
４
回
出
産
す
る
上
、
１
回
の
出

産
で
４
～
８
匹
の
子
猫
を
産
み
ま
す
。

つ
ま
り
、
１
匹
の
メ
ス
猫
か
ら
、
１
年

間
に
30
匹
以
上
増
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。「
可
愛
い
」「
か
わ
い
そ
う
」
と

い
う
気
持
ち
だ
け
で
餌
や
り
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

餌
を
あ
げ
る
人
の
３
大
責
任

　

①
不
妊
去
勢
手
術
を
す
る

　

②
餌
は
片
付
け
て
掃
除
す
る

　
　
（
や
り
っ
ぱ
な
し
禁
止
）

　

③
ふ
ん
尿
の
お
世
話
を
す
る

不妊・去勢
手術を行い

捕獲して
元いた場所
に戻す

トラップ　　　　　   ニューター　　　　　　リターン

捕獲して

ＴＮＲ活動

動
物

動
物

Makinohara City Information市政情報—

地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

坂
口
谷
川
水
門
が
完
成
し
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　
建
設
課　
杉
村　
☎
（
53
）
２
６
２
８

御
前
崎
港
か
ら
新
東
名
高
速
道
路
ま
で
ア
ク
セ
ス
性
が
向
上

国
道
１
号
菊
川
Ｉ
Ｃ
と
国
道
４
７
３
号
倉
沢
Ｉ
Ｃ
が
繋
が
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　
建
設
課　
杉
村　
☎
（
53
）
２
６
２
８

　

県
が
平
成
23
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
き
た
国
道
１
号
菊
川
Ｉ
Ｃ（
島
田
市

菊
川
）か
ら
国
道
４
７
３
号
倉
沢
Ｉ
Ｃ

（
菊
川
市
倉
沢
）ま
で
の
金
谷
相
良
道
路

Ⅱ
工
区
が
、
３
月
29
日
に
開
通
し
ま
す
。

　

開
通
区
間
は
、
新
東
名
高
速
道
路
島

田
金
谷
Ｉ
Ｃ
と
御
前
崎
港
を
結
ぶ
「
金

谷
御
前
崎
連
絡
道
路
」
の
一
部
で
、
総

事
業
費
は
約
２
１
７
億
円
。
こ
れ
に
よ

り
国
道
１
号
か
ら
御
前
崎
港
ま
で
が
バ

イ
パ
ス
で
結
ば
れ
ま
す
。

　

移
動
時
間
の
短
縮
や
富
士
山
静
岡
空

港
の
利
用
促
進
、「
大
規
模
な
広
域
防

災
拠
点
」
で
あ
る
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

強
化
な
ど
に
よ
る
周
辺
地
域
の
防
災
力

強
化
や
経
済
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

県
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
本
市
と
吉

田
町
の
境
を
流
れ
る
二
級
河
川
坂
口
谷

川
の
河
口
部
（
細
江
地
内
）
で
、地
震
・

津
波
対
策
と
し
て
水
門
建
設
を
進
め
て

い
ま
し
た
。
今
年
度
つ
い
に
水
門
が
完

成
し
、
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
で
想
定
さ
れ
る
「
レ
ベ
ル

１
（
計
画
津
波
高
５
・９
メートル
）」
の
津
波

に
対
応
す
る
も
の
で
、
震
度
５
弱
か
ら

５
強
以
上
の
地
震
を
感
知
す
る
と
自
動

的
に
門
（
ゲ
ー
ト
）
が
閉
じ
る
構
造
。

こ
れ
に
よ
り
津
波
の
被
害
を
防
ぐ
だ
け

で
な
く
、
流
域
の
津
波
浸
水
被
害
を
低

減
さ
せ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

２
月
８
日
に
は
完
成
式
典
が
執
り
行

わ
れ
、
坂
口
谷
川
水
門
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
長
で
あ
る
杉
本
市
長
な
ど
、
県

や
市
町
の
関
係
者
な
ど
関
係
者
が
出
席
。

水
門
起
動
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

道
路

防
災

牧之原市役所　

▲

榛原庁舎 ☎㉓0001

▲

相良庁舎 ☎�2600　平日午前８時15分～午後５時（水曜日は午後７時まで）

総合健康福祉センターさざんか ☎㉓0070　　榛原文化センター ☎㉓0002　　相良総合センターい～ら ☎�5544

ゲート門数 ２門（１門あたり高さ4.7メートル、幅33メートル）
開閉時間 ▶地震時の緊急自動降下：約 2 分　▶遠隔操作降下：約30分
操作方法 ▶ 地震計連動による自動閉鎖（震度５弱から５強以上地震加速

度250ガル以上感知時）　▶県島田土木事務所からの遠隔操作
事業期間 平成28年度～令和６年度
総���工���費 約44億円

開閉装置　　　　　　　　　　　　　水門起動セレモニー

道路開通により、沿線の移動時間が短縮！
▶通勤時間帯の混雑緩和が期待
▶走行時間の短縮などによるCO2排出の削減

６分短縮

10分
短縮

３分短縮３分短縮

金谷御前崎
連絡道路

御
前
崎
港

新
東
名

（
島
田
金
谷
Ｉ
Ｃ
）

国
道
１
号

（
大
代
Ｉ
Ｃ
）

富士山静岡空港

東
名

（
相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
）

菊川IC菊川IC

島田金谷島田金谷
ICIC 大代大代

ICIC

富士山静岡空港富士山静岡空港

相良相良
牧之原IC牧之原IC

金
谷
御
前
崎
連
絡
道
路

金
谷
御
前
崎
連
絡
道
路

（
約
（
約
3030
k
m
k
m
））

東名高
速道路

新東
名高
速道
路

東海道
線

東海道
新幹線

１

１５０

１５０

１５０

金谷相良道路Ⅱ工区
約3.3km（片側１車線）

御前崎港御前崎港

倉沢IC倉沢IC

４７３

開通開通
　区間　区間

2025.03 MAKINOHARA 1415 MAKINOHARA 2025.03
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